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利用者にとってのメリットと課題

メリット

◼生産・加工・流通全体の履歴、気温や所

在地など地理的情報、認証・規格に関す

る情報等、様々な情報の一括管理

◼事故発生時のリコールコスト縮減・情報

取得の迅速性

◼全ての取引の確実な記録と真実性の高

いデータによる、製品の品質担保や偽装・

不祥事の防止

◼在庫の可視化・需給の適切な把握による、

取引の効率化

課題（および対応の方策）

◼現場における情報入力・バーコード貼付等

の手間・コスト

⇒ICT, IoTデバイスの利活用による手

間・コスト削減。

◼情報入力自体への信頼担保

⇒等による入力情報の信頼性担保認証

機関との連携。

◼情報管理の規格や、入力項目・公開範

囲の標準化

⇒今後大手主導で進んでいく可能性。

◼情報漏洩等のリスク

⚫ 食品トレーサビリティプラットフォーム利用による最も大きなメリットは、リコールコストの縮減。
⚫ 一方で、導入に向けた最も大きな課題は、情報入力の手間・コスト。
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日本での食品トレーサビリティPF構築において何が求められるか

⚫ 技術革新により手間を削減
⚫ 手間・コストに見合う対価を提供

入力の手間

⚫ 海外ではGS1のコードへ対応が進む
⚫ 標準化された情報管理が必要

情報項目
・コード

⚫ 認証情報の信頼性担保のため、認証ス
キームとの連携が必要

認証スキームとの
連携

⚫ 各ユーザーが任意に設定可能とする
⚫ 公開範囲の一定の標準化も必要。

情報の
公開範囲

⚫ ブロックチェーンの特徴（耐改ざん性、情報
管理の効率化、決済への活用）を活かす

ブロック
チェーン活用

⚫ ロット管理が障壁となる場合、トレーサビリ
ティ以外の機能付加も

ロット単位の
トレーサビリティ

日本での構築における要件 H30実証実験での検証事項

⚫ モックリコールの実施、PF活用の
効果検証

⚫ 耐改ざん性の検証

⚫ 実際の青果物流通を対象に適
用

⚫ 実装可能性、効果、手間・コス
トを検証

⚫ IoTを活用した温度管理を試行

⚫ 技術革新により手間を削減
⚫ 手間・コストに見合う対価を提供

入力の手間

⚫ ブロックチェーンの特徴（耐改ざん性、情報
管理の効率化、決済への活用）を活かす

⚫ ロット管理が障壁となる場合、トレーサビリ
ティ以外の機能付加も

ロット単位の
トレーサビリティ

ブロック
チェーン活用
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ブロックチェーンを活用がもたらす可能性の広がり

⚫ ブロックチェーンの活用は、単なるトレーサビリティを超え、様々な機能へと広がっていく可能性がある。
⚫ ポイントは、見えなかった情報を、「確実に正しい情報として」見える化できること。
⚫ 複数の機能を組み合わせることで、さらに新しい機能へと発展していく可能性も。
⚫ その為に、多様な業種のプレイヤーによる連携・協同が重要。

• 海外サプライチェーンを対
象

• 農産物・食品輸出基盤
として特化。

• ロット管理・情報入力の
ための負担が大きい。

• 取引要件等における海
外標準への対応等による
輸出支援

• リコールの損失削減

トレーサビリティ
（輸出特化型）機能

機能

利用
ニーズ

課題

• サプライチェーン上の事業
者・製品に紐づく認証情
報（食品安全やサステ
ナビリティ等）を共有

• 情報の信頼性担保のた
めには、認証機関との連
携が必要。

• 取引先管理、
• 意識の高い消費者への
訴求

• 国際標準化との整合性
等

認証情報
データベース機能

• サプライチェーン上の全て
の事業者間の決済を、
一つのプラットフォーム上

で実施。

• 各事業者が有する既存
の仕組みとの擦り合わせ。

• 決済に係る手数料の削
減

• スマートコントラクトによる
サイトの短縮化

決済機能

• サプライチェーン上の全て
の事業者間の受発注等
取引を、一つのプラット
フォーム上で実施。

• 各事業者が有する既存
の仕組みとの擦り合わせ。

• 取引業務の効率化。

EDI機能

図表：日本での食品情報プラットフォームの構築イメージ
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実証実験からわかった、ブロックチェーンを活用した

食品トレーサビリティプラットフォームの利点、課題




